
 

（事業計画書様式１） 

１ 施設概要 

 

２ 指定管理者概要 

 

（事業報告書様式２） 

１ 文化自然体験施設の管理運営体制（事業計画書様式２）の報告 

□多様性に富む里山の生物相と自然環境の保全 

港北ニュータウンの開発が始まる以前の、横浜の里山で見られた豊かな生物相およびそれを

育む自然環境の維持管理のため、様々な領域における再生可能性が低下させないことを念頭

に、調査と保全作業を行った。具体的には気候変化、外来生物侵入等が及ぼす影響をふまえ、

自然や生物相の変化を把握しながら、場所、区域ごとの植物調査を基に、保全作業を計画し、

日照改善による植生維持・再生を主目的に実施した。 

□地域の方々に親しまれ、地域と共に発展していく施設 

地域の方々に親しんで頂く一環として、近隣の小学校の遠足、郊外授業、課外活動の受け入

れを積極的に行い、地域の子供たちと交流を深めた。 

近隣保育園や近隣の公共施設で活動する市民団体、自治会等に餅つきの道具や、先方の行事

等で必要な機材をできるだけ、貸出し、提供することによって、地域とのつながりを深めた。 

 

２ 運営業務の実施計画・取組の報告 

□自然の再生 

・過去の調査資料や、スタッフによる日々の植物観察を基に、気候変化、外来生物侵入等が及ぼ

文化・自然体験施設名 茅ケ崎公園自然生態園 

所在地   神奈川県横浜市都筑区茅ケ崎南 1－4 

公園面積、公園種別 94,828 ㎡（うち指定管理区域：約 30,000 ㎡）、地区公園 

主な施設 里山林、緩衝林、草地、谷戸田、池、谷戸の水場・水路 

特徴 ・地域に住む人たちが水と緑の豊かなふるさとの自然景観

に親しみ、自然の尊さを学ぶことができる環境である。 

・横浜の内陸部にいて生きものの宝庫といわれる谷戸の源

流部の生態系が残されている。 

公園開園日 1995(Ｈ7)年 3月 24日 

指定管理者名 特定非営利活動法人 茅ヶ崎公園自然生態園管理運営委員会 

代表者名 岸 重行 

所在地 〒224-0037 神奈川県横浜市都筑区茅ケ崎南 1－4 

指定管理期間 2022(Ｒ4)年 4月 1日~2027(Ｒ9)年 3月 31日 

現指定管理者管理運営開始日 2008(Ｈ20)年 4月 1日 
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す影響をふまえ、自然や生物相の変化を把握しながら、保全作業を計画し、日照改善による植生

維持・再生を主目的に実施した。作業に当たっては、手作業主体に鎌と鋸等を使用した。事前に

保護樹木・野草に目印をつけ、作業時に保護を図った。又、活動後も植物相を主体に植生を経過

観察し、今後の保全活動の参考データとした。 

一方、ナラ枯れや樹齢の高い木々の枯死や、人手不足等による作業放置エリアの拡大は危険回避

と植生保全の観点においても課題である。危険木については横浜市と現地確認を含め協議を行

い、冬季に伐採していただいた。一部は地元の業者に委託し、伐採を進めた。 

・保全作業は、熱中症の恐れの有る夏季の実施回数を減らす代わりに、冬季に実施回数を増やす

などの工夫をし、ボランティアの方々と共に月平均４回程度、草、ササ、低木刈り、竹の間伐等

を実施した。成果としてキンラン、ヤマユリ、ノコンギクが増え、生育改善、景観改善等を参加

者の方々と共に喜ぶことができた。 

・希少植物等の保護・育成のため保護植物の周辺を囲い、周辺の草刈り、ササ刈等はスタッフが

適宜実施した。結果キジムシロ等保護植物の生育改善が確認できた。 

・落葉や刈草は園内に数か所整備した集積場所に集積、堆肥化し、有効に活用した。又、外来種

駆除作業により捕獲したザリガニも堆肥にし、有効活用をした。 

・別事業として、横浜市委託による水辺保全を継続し、施設の保全再生を充実させた。 

□自然環境教育事業 

・催し等を通して、子どもや地域の方々が自然の心地よさや生きものの面白さにふれ、学ぶ体験

ができるよう種々工夫をし、実施した。特に地元の小学校３校及び保育園１園に対しては、遠

足、校外活動、課外活動を受入れ、都度園の魅力に触れてもらう機会を確保した。 

・昆虫、両生は虫類、植物等の観察会を 12回行った。 

・自生植物の観察会を７回、水辺の観察会を１回行った。 

・草木等を活用し、その恵みを体感できる体験型催しとして、草だんごづくり、リースづくり等

を 7回行った。 

・外来種のアメリカザリガニを引き取る催しを 24回開催した。 

□米作り 

・化学肥料や農薬を使用しない、生態系に配慮した米作り体験を７回行う計画であったが、参加

者に必ず参加して頂きたかった田植えや稲刈りは複数の予備日を設け、できる限り全員参加を

図ったため、実施回数は延べ 23回となった。 

・堆肥や池の泥を適宜投入し、施設内植物等の有機的な循環の一助とした。但し、次年度へ向け

ての堆肥入れの際に、堆肥置き場にて毎年見られるカブトムシの幼虫の姿が減っていることが懸

念事項。 

□適切な施設管理 

・ゾーンごとの管理目標をもとに樹木を伐採、草刈りを行い、木材や刈草はホダ木や堆肥、工作

体験等に活用した。地域の方々にも、薪や年中行事、工作物等利用のため提供した。 

・竹林の整備を行い、副産物として採れたタケノコや竹材を地域の方々に提供した。当園内で採

取したタケノコはえぐみが少ないとの評判を頂いている。 
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・こまめなトイレ清掃と園路・施設点検を行い、必要に応じて設備修繕を行った。トイレは水洗

の調子が悪くなることが多く、横浜市には適宜報告を行った。 

□身近な自然の普及啓発と地域の里山文化の伝承 

・生物・自然の様子や魅力を掲示、SNS 等様々な形で発信した。又昆虫及び植物等についての

ページを、次年度にホームページ上でリニューアルすべく、スタッフ内で話し合いを行った。 

・地域でかつて行われていた里山管理、米作り、溜池の管理方法等の記録を保管し、折にふれて

催し参加者に伝える活動を実施した。その一環として、「昔の道」をテーマにすぽっと観察会

を実施し、明治期～ニュータウン開発が始まる直前の園付近の様子や痕跡を参加者とたどっ

た。 

・コロナ禍の影響も落ち着いてきたため、保全作業に参加された方を中心に、サポーター間の親

睦を深め、今後のより良い生態園運営につなげていく事を目的とし、年度末にサポーターデイ

を実施した。 

・サポーター会員：１３１人 

 

 

３ 維持管理（事業計画書様式４）の報告 

１ 維持管理  

来園者が気持ちよく自然を感じ、安心して利用できる施設をめざし、維持管理を実施。「維持管理水準

書」及び「マニュアル」を基に点検を行った。 

２ 施設（建物等）・設備の維持管理 

□日常点検 ： 詰所・正門、トイレ周辺の異状を点検し、適宜清掃を行った。 

□定期点検 ： 施設設備の破損や劣化、また自然の枯木枯枝有無等の点検を実施した。(６月，９月) 

□施設特有の不具合 ： 枯木枯枝有無の点検、水辺斜面の崩落、園路面の陥没、根の張り出し、ハチ

や毒毛虫の発生状況に注意し日常点検、定期点検を行った。随時、園路草刈り、落枝除去、園路に

張り出す枝類除去等整備を行った。本年度、毒毛虫のイラガ、ハチの巣は観察されなかった。 

□樹木・植栽等の管理 ： 「維持管理水準書」及び年間計画及び植物調査の様子を基に草・ササ 

刈り、低木・竹伐採、希少植物保護を行った。自然再生、安全管理、景観維持の観点をふま

えた。内容は「管理運営体制（事業計画書様式２）・自然の再生」のとおり。 

 

（事業報告書様式３）   

令和６年度文化・自然体験施設利用状況（園地や無料施設で利用者数を計測している場合は記入） 

                            ＊入園者概数及び催し等参加者の合計 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

利用人数 576 513 514 257 239 355 

 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

利用人数 357 409 303 332 439 496 

      4790 
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（事業報告書様式４）  

令和６年度修繕実績（※指定管理者が実施したもののみ記入） 

修繕年月日 修繕箇所 金額 (単位:円) 委託業者名、直営か 

4/10,11,17,25,26,5/2,5/17 ハチの巣の展示ケース新調 0 スタッフ   

4/5 堆肥置き場補修 0 〃  

6/7, 12 行事用掲示看板新調 0 〃  

5/24, 31, ザリガニ水槽上蓋固定金具

取付け 

0 〃 

6/23 正門前水溜り解消対策 0 〃  

7/17 橋桁補強 0 〃材料は横浜市在庫譲渡 

7/7 アンケートテーブル再塗装 0 〃 

7/3,10/3,9,23,25 正門前デッキ長椅子修理交

換 

49,005 〃 

10/2,11/8 トンボ池柵補修 0 〃 

12/4,13,25 倉庫の雨避け用天板補修 0 〃 

12/27,2025.1/10,31 正門通路脇水路斜面補強 0 〃 

2025.1/8,15,22,24,29 広場のバケツ棚の補強修理 1,069 〃 

2025.1/11,19 カエル池泥上げ 0 〃 

2025.2/12 詰所入口鍵交換 39,215 委託業者 

2025.3/26 ベンチ座面交換 7,224 スタッフ 

随時 鎌・鋸刃研ぎ 0 〃 

随時 チッパー刃研ぎ 0 〃 

合計  96,513  

 

（事業報告書様式５） 

令和 6年度増減備品一覧（※指定管理者が購入・廃棄したもののみ記入） 

 

品名 形状・その

他 

単価 

(円) 

購入 廃棄 増減理由 

 

パーソナル

コンピュー

ター 

PC-

N156DGAW 

126,500 1 126,500円   従来ＰＣ動作不

良廃棄予定。 

パーソナル

コンピュー

ター 

P2-T7XP-

BG 

166,595 1 

 

166,595円   従来ＰＣ動作不

良廃棄予定。 
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（事業報告書様式６） 

苦情要望対応報告 

 年月日 内容 対応結果 

１  24/4/28 美しい花たちがあるとよい。（アンケート

意見より） 

正門園路付近で開花した花が有ると、でき

るだけ植物名の名札をつけ、何の花かわか

りやすいように工夫した。 

 

２ 24/7/21 山道が草で隠れ気味。 （アンケート意見

より） 

猛暑期が一段落した９月後半から西山、東

山の園路沿いを保全作業で草刈り、ササ刈

りを行い、園路を歩きやすいようにした。 

 

３ 24/9/29 千草（イネ科植物）がすごく、先に行く気

が出なかった。 

（アンケート意見より） 

 

同上 

事件・事故・災害対応報告 

 年月日 内容及び被害 対応結果 

１ 2024 年

9月 

スタッフが作業終了間際に鎌により指を怪我 労災保険対応。日常生活に支障なく

一月程で全治した。 

 

2 2024 年

12月 

スタッフがニュースレター配信時、ＢＣＣでは

なくＴＯ配信をしたため、配信先のメールアド

レスの漏洩となった。 

ニュースレターの配信をグループ

メール方式に切り替え、送信宛先の

アドレスが見えないようにする。 
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（事業報告書様式７）   来園者アンケート回答数：41枚 
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（事業報告書様式８） 

研修実施報告 

 

（事業報告書様式 9） 

無料事業実施報告一覧（自主事業含む）  

事業名 事業内容・実施結果 参加 

人数 

実施日 

定例保全作業 

スギナ抜き、草・ササ刈り、低木刈り、竹きり、

伐採竹の処理、シイタケほだぎ作り、ほだぎ置場

整備を実施。地域の方々（小学生～おとな）と共

に楽しく安全第一に行った。近年は参加者の世代

交代期。社協の協力を得てガールスカウト団はじ

め新参加者の定着を図ることができた。 

153 

4/20,28,5/19,26, 

6/15,23,7/20,9/21, 

9/29,10/19,27,11/16

11/24,12/21 

2025-1/18,26,2/9,15 

2/23,3/15,23 

草刈り 

保護植物の知識を共有し、丁寧な草・ササ刈りを

実施。ノコンギクの群落拡大やガマズミ、マユ

ミ、ノイバラ、ウグイスカグラ等低木類の開花、

結実が良好となった。参加者増が課題。 

26 

4/4,18,5/2/16,6/6,20 

7/4,18,8/22,9/5,19 

10/3,17,11/7,21, 

12/5,2025-1/9,23 

2/6,20,3/6,20 

 実施日 研修名 内容及び効果 

1 2024年 4/3,5/2,8/4 

9/29,10/20,’25/3/14 

初任者研修 就業にあたっての心構え、基本的な遵守事

項、事務手続きを説明した。新任 7名。 

2 2024年 

10/18 

事故等緊急対応 催し・作業実施や開園日の事故発生時の緊急

体制を再確認した。参加５名 

３ 2024年 7/2 AED講習 水難事故防止関連の安全講習会に参加したメ

ンバーが同時に AEDの取扱い講習を履修。 

４ 2024年 9/7,8 チェーンソー安全講習会 チェーンソーの取り扱いに関する安全作業に

重点をおいた取り扱い・作業方法の講習を履

修。参加２名。 

５ 2024年 10/3 植物調査 外部より専門家を招きスタッフと共に園内の

植物調査、確認実施。参加４名 

６ 2024年 12/3 人権研修 横浜市開催の講座にスッタフ１名参加し、講

義内容を他のスタッフに伝達。参加５名 

7 2025年 1/8 事故（メールアドレス漏

洩）対応関連講習 

１２月ニュースレター送信時に発生した個人

メールアドレス漏洩事故の発生状況と、漏洩

を出さないための対応について、事務関連ス

タッフで情報共有した。参加者５名 
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植物調査 

 

定期的な正式調査は実施しなかったが、スタッフ

が適宜植物観察を継続し、次年度以降の植物調査

再開を検討した。 

  

ネイチャー 

クラフト 

「森の風」（市民団体）による木の実等を使って行

う自由工作。 
35 

6/15,10/19,11/16 

12/21,2025-1/18, 

2/15 

教育機関学習

活動への協力 

近隣小学校の観察授業・遠足・総合学習。クラブ

活動（ザリガニ釣り、焚火）。大学研究活動（ザリ

ガニ活用研究、埋土種子研究）。地域の秋祭りの神

輿に稲束提供、地域の複数の公共施設等に七夕用

のササ提供。 

‐ 随時 

すぽっと観察

会 

スタッフが進行する観察会で、ザリガニ、エビや

草花の観察などをおこなった。実施を楽しみにし

ているリピート参加の方も増え、生態園の自然に

親しみを感じていただける機会となった。 

74 

4/6,21,6/1,9,7/21, 

8/21,10/20,11/16 

11/17,12/21 

2025-12/1,3/30 

ザリガニパン

フレット 

アメリカザリガニ啓発パンフレット。近隣小学校

３校及び「めざせ！ザリガニマスター」新規参加

者に配布した。（約 200部） 

- 
5～10月の 

開園日 

 

（事業報告書様式９） 

有料事業実施報告一覧（自主事業含む） ☆決算額を入れてください 

事業名 事業内容・実施結果 参加 

数 

実施日 自主事業決算額 

自主事

業費 

(円) 

自主事業 

収入(円) 

「昔ながらの米作

り」 

苗床作りから堆肥入れまで計 23回実

施。玄米 95kg を収穫した。昨年度

の参加者からの要望を受け、今年度

は、育った苗をできる限り田んぼに

植え、田を余らせることのないよう

米づくりを行なった。昨年同様、畦

の防水対策により常に田んぼに水が

張った状態を維持できたが、水の循

環には課題が残り、水温の上昇が見

られた。イネの成長は例年と変わり

なかったものの、精米後の米の品質

はここ数年の中でも悪く、温暖化の

362 

4/16,4/30 

5/14,5/20 

5/26,5/27 

5/28,7/22 

9/9,10/7 

10/14,11/4

3/2 

54,263 280,950 

8



影響や稲刈り後の稲干しの調整など

が今後の課題といえる。参加者数は

昨年度と同等程度で、十分に米作り

を満喫しながら参加者同士の交流を

促すことができた。深い泥田での大

変な作業ではあったが、各回親子と

もに楽しみ、自然環境や食について

も考える機会となった様子。また、

コロナ禍により開催を見送っていた

餅つきも参加者有志の方々により５

年ぶりに開催することができ、大い

に盛り上がった。 

次年度の参加人数は今年度と変わら

ない見込みであるが、新規の参加者

の割合が増える見込みにより、作付

け面積を減らす等、工夫して臨みた

い。 

 

自然体験「草だん

ご作り」 

他のイベントとのスケジュール調整

で３月開催としたが、ヨモギを摘ん

で、かまどで茹で、蒸し、広場ベン

チにて親子でお団子を作りいただい

た。早春の香りと味を楽しんでいた

だけた。 

18 2025-3/30 9,763 15,200 

 

自然体験「森とな

かよしキッズ in 生

態園」 

自然の中で、五感を使った自然遊び

や探検などを行った。親子や参加者

同士で、楽しみながら季節を感じる

プログラムで、毎回楽しみ参加され

る常連の方もいらした。 

40 

11/23 

2025-1/19 

3/20 

21,056 13,300 

 

親子自然体験「た

き火」 

幼児親子で、山を散策し小枝や、焚

き付けに使う杉の枯れ枝を拾い、焚

き火にくべたり、焼き芋を焼いて食

べる体験をし、楽しんで貰った。 

16 2025-2/5 1,999 7,600 

 

自然体験「リース

作り」 

園内を散策して木の実や蔓などの自

然物を集め、リース作りを楽しんで

貰った。いくつかの作品はしばら

く、詰所前に展示し、来園者にも作

品を楽しんで貰った。 

10 11/17 6,255 3,400 
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水辺の観察「貝は

かせになろう」 

池に生息するドブガイを野外と室内

で観察し、標本を作成した。参加者

は熱心な人が多く真剣に貝の観察な

どを行っていた。 

6 6/22 8,368 2,500 

 

野の花ウォッチン

グ 

 

散策しながら、植物について構造や

生態を丁寧に解説。講師の方が体調

不良となり、２回のみの実施となっ

た。代替としてすぽっと観察会とし

て四季折々の植物の観察会をスタッ

フが講師となり、実施した。 

18 4/21,5/4 12,888 2,800 

生きもの観察「ク

モの観察」 

雨天のため中止（講師の都合もあり

代替開催できず。）。 0  910 0 

 

生きもの観察「両

生は虫類」 

園内で捕獲したヘビや講師持参の生

きものを観察。実際に手で触れ、感

触を感じながらじっくりと観察をし

た。ヘビを触った感覚が、当初思っ

ていたものとかなり違ったなどの感

想がよせられる等貴重な機会となっ

た。 

36 5/3 11,978 8,300 

生きもの観察「ハ

チ宿づくり」 

今年初の試みとして実施。ハナバチ

のための巣を園内で採取したアシで

作成した。又、ハナバチと肉食系の

ハチとの違いなど生態を学んだ。 

12 10/13 13,628 9,900 

生きもの観察「冬

超しする生きも

の」 

寒い冬を昆虫や「ムシ」たちがどの

ように過ごしているかを観察した。

寒い冬の中でも意外に多くの昆虫た

ちに出会えて、参加者は非常に楽し

めた様子だった。 

25 2025-2/1 10,903 4,900 

おとなの焚き火 

山で枝を拾い集め、火を興すところ

から始め、たき火を行った。焼き芋

を焼き、カマドで湯を沸かしてお茶

を飲みながら参加者の皆さんと語り

合った。火を見つめながら自然の中

で過ごす時間を満喫していただい

た。 

5 2025-2/7 4,656 5,000 
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（事業報告書様式 10） 

業務の第三者委託実績 

業務 

 

内容 委託会社 

 

金額 

(円) 

年回数 実施月 

トイレ清掃 

 

日常清掃 

 

横浜市南区 

(株)斎藤商会 

119,350 217回 年間（月水土日曜

日） 

トイレ開錠・施

錠 

トイレ施設の開閉 

朝 9時、17時 

個人 63,500 193回 年間(月火ほか) 

 

 

 

 

事業報告書様式 11） 

収支報告書（指定管理事業のみ）  

                             （単位：円） 
科目 当初予算額 

(A) 

補正額 

(B) 

予算現額 

(C=A+B) 

決算額(D) 差引 

(C-D) 

説明 

 収入の部 

指定管理料 10,984,446 0 10,984,446 10,984,446 0  

利用料金収入       

自主事業収入 282,600  282,600 356,850 -74,250 

 

催し参加協力

金＆保険料 

横浜市による運営支援  89,000 89,000 89,000  横浜市による

賃金水準変動

対応に伴う指

定管理施設運

営支援 89,000

円 

雑入 218,000  218,000 185,226 32,774 サポーター会

費，寄付金 

その他雑入    2,357 -2,357 利息 

収入合計（a） 11,485,046 89,000 11,574,046 11,617,879 -43,833  

 

科目 当初予算額 

(A) 

補正額 

(B) 

予算現額 

(C=A+B) 
決算額(D) 

差引 

(C-D) 
説明 

支出の部 

人件費 8,634,790 89,000 8,723,790 7,992,219 731,571  

 

給与・賃金 7,416,656 89,000 7,505,656 7,630,646 -124,990  

社会保険料 813,654  813,654 52,140 761,514 労働保険 

通勤手当 260,480  260,480 274,868 -14,388  

「めざせ！ザリガ

ニマスター」 

園外で捕獲したザリガニ計 1,503 匹

を引取り、参加者にカードを進呈。

田の施肥に活用した。 

約 

100 

 

5/1～10/27  0 3,000 

 

「ようこそ生態園

へ」（植物冊子全４

冊） 

サポーターグループが作成。園内植

物約 300 種を分かりやすく解説した

冊子。開園日に展示、頒布した。 

10 通年 0 9,000 

合計    156,667 365,850 
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福利厚生費 24,000  24,000 34,565 -10,565 
慶 弔 ・ 見 舞

い，お茶等 

勤労者福祉共済掛金 60,000  60,000 0 60,000  

退職給付引当金繰入額 60,000  60,000 0 60,000  

事務費 885,875  885,875 836,158 49,717  

 

旅費 44,500  44,500 11,619 32,881 

市内交通費，

駐車場代，ガ

ソリン代 

消耗品費 40,000  40,000 90,874 -50,874  

会議賄い費 20,000  20,000 10,132 9,868 お茶類 

印刷製本費 28,000  28,000 48,560 -20,560 

紙，インク，

版下，印刷代 

等（チラシ，

たより，三つ

折 り パ ン フ

レット） 

通信運搬費 200,900  200,900 107,383 93,517 

電話・ネット

使用料， 

切手，運送料 

使用料及び賃借料 50,860  50,860 65,708 -14,848  

 

（横浜市への支払い分） 2,860  2,860  2,860  

（その他） 

48,000  48,000 65,708 -17,708 

給与ソフト使

用料，ＨＰ：

Wix使用料 等 

備品購入費 55,000  55,000 184,216 -129,216 

内 ノートＰＣ

2台（減価償却

120,417） 

保険料 104,691  104,691 114,815 -10,124 

施 設 賠 償 保

険 ， 火 災 保

険，レクレー

ション保険，

傷害保険 

振込手数料 34,580  34,580 19,865 14,715 
振込手数料(給

与振込・他) 

リース料 79,200  79,200 79,068 132 
ＡＥＤリース

料 

手数料       

その他事務費 228,144  228,144 103,918 124,226 

Ｈ Ｐ メ ン テ

料，外付け記

録媒体 

自主事業費 230,940  230,940 542,729 -311,789 

催し関連： 

保険料・消耗

品・講師料等

（ 内 159,216

は有料催し） 

ほか謝礼金・

交通費、諸費

等 

管理費 734,855  734,855 1,741,806 -1,006,951  

 

光熱水費合計 ※横浜市負担 

 

光熱水費（電気） ※横浜市負担 

光熱水費（ガス） ※横浜市負担 

光熱水費（水道） ※横浜市負担 

光熱水費（下水道） ※横浜市負担 

清掃費 282,600  282,600 217,490 65,110 

内 トイレ関連

委託分（清掃

＆鍵開閉） 

182,850 

修繕費 150,000  150,000 96,513 53,487  

機械警備費       

公園及び公園施設設備保全費 302,255  302,255 1,427,803 -1,125,548  

 

施設（建物）・設備保守       

園地管理費 210,000  210,000 732,278 -522,278 
（ 内 552,100

木の伐採） 

その他保全費 92,255  92,255 695,525 -603,270 （ 内 552,100

12



木の伐採） 

公租公課 998,586 998,586 503,173 495,413 

公租公課（事業所税） 

公租公課（消費税） 998,586 998,586 503,173 495,413 

その他公租公課 

事務経費（本部分） 

雑費 

支出合計（b） 10,485,046 89,000 10,574,046 11,616,085 -1,042,039

差引（a-ｂ） 0 0 1,794 -1794

（参考）指定管理事業外の収支 

設置管理許可収入合計（ｃ） 51,000 51,000 43,698 7,302 

設置管理許可支出合計（ｄ） 2,860 2,860 0 2,860 

差引（ｃ－ｄ） 48,140 48,140 43,698 4,442 

今年度の収支報告 

＊園地管理費及びその他保全費は、地域の造園会社に木の伐採発注。そのため費用が増えてい

る。 

＊印刷製本費は、想定より三つ折りパンフレット配布数が多くなり、急遽発注となり増えてい

る。 

＊保険料は保険会社による催し毎の下限額設定変更のため、レクレーション保険料が予算策定時

より増えている。物品関連も値上げが続き、今後、こうした値上げによる収支計画への影響の

増加が懸念される。 
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